
DLC 膜の生体特性に関する評価 

Evaluation technique of DLC films on biocompatibility 
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【はじめに】 Diamond-like carbon (DLC) 膜は、生体適合性、血液適合性、生体内での安定性を有す

るため医療デバイスへの表面改質手段として期待される。これまで我々の研究では、C=O 結合を多く

有する DLC 表面では、細胞接着を促進する傾向が認められた

(1)
。一方で、DLC 膜は、sp3/sp2

比率や水

素の含有量により、光学的特性（屈折率 n と消衰係数 k）が変化することが知られている。現在、DLC

の標準化事業では、光学的特性の観点から、6 つのタイプ (Graphite-like carbon (GLC) , Polymer-like 

carbon (PLC) , a-C:H, a-C, ta-C:H, ta-C) に分類する提案がなされている。本研究では、屈折率 n および

消衰係数 k によって分類された DLC について、細胞接着性評価を行った。 

【実験】 任意の成膜方法によりポリスチレン製ディッシュに成膜された DLC28 種類について、分光

エリプソメトリ法による光学的特性評価を実施し、屈折率 n および消衰係数 k を測定した。また、細

胞接着性評価は、DLC 表面に対しマウス由来の繊維芽細胞 (NIH-3T3) を播種し、温度 37℃、湿度 100%

一定としたインキュベータ内で 72 時培養を実施した。そして、細胞増殖を定量評価した。 

【結果】 屈折率 n が 2.0 以下の DLC については、屈折率 n が 1.5 に近い値であるとき、顕著な細胞

増殖を示した。また、屈折率 n が 2.0 以上 2.4 以下の DLC でも、消衰係数 k の値が大きくなる程、顕

著な細胞増殖率を示した。さらに、屈折率 n が 2.4 以上の DLC でも同様の傾向を示した。この領域に

分類される DLC は、水素を殆ど含まない硬質膜とされる。消衰係数 k が大きい DLC は、膜中に存在

する未結合手から電子が放出されることで光の吸収が起こるため

(2)
であり、この DLC 膜の未結合手が

大気中の酸素と反応すると、カルボキシル基が形成される。このため、消衰係数 k が大きい場合、細

胞増殖が顕著な DLCであると推測された。以上の結果より、屈折率および消衰係数を測定することで、

細胞接着性を促進するタイプの DLC か否か推定することが可能であると示唆された。 
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